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令和元年度 

まちづくり月間関連国土交通大臣表彰 

 

 

１． 第 ８ 回  まちづくり法人国土交通大臣表彰 

２． 第 １ 回  コンパクトなまちづくり大賞 

３． 第 １ 回  先進的まちづくり大賞 

４． 第１４回  住まいのまちなみコンクール 

５． 第２１回  まちづくり・都市デザイン競技 

 

  

 

＜問い合わせ先＞ 

 

【まちづくり法人国土交通大臣表彰】 

国土交通省 都市局 まちづくり推進課 TEL  03-5253-8407 

http://www.mlit.go.jp/ 

 

【コンパクトなまちづくり大賞】 

コンパクトなまちづくり推進協議会  

事務局（一財）都市みらい推進機構 TEL  03-5261-5625 http://www.compact-net.org/ 

 

【先進的まちづくり大賞】 

コンパクトなまちづくり推進協議会  

事務局（一財）都市みらい推進機構 TEL  03-5261-5625 http://www.compact-net.org/ 

  

【住まいのまちなみコンクール】 

（一財）住宅生産振興財団内 住まいのまちなみコンクール事務局 TEL  03-5733-6733 

http://www.machinami.or.jp 

 

【まちづくり・都市デザイン競技】 

（公財）都市づくりパブリックデザインセンター TEL  03-6912-0799 

http://www.udc.or.jp/activities/design/ 



第８回まちづくり法人国土交通大臣表彰 
 
 

「まちづくり法人表彰」は、地域における良好な環境や地域の価値を維持・向上させる

まちづくり法人が中心となった先進的な取組を奨励・普及するため、地方公共団体や関係団体の

協力の下、平成２４年度に創設された国土交通大臣表彰制度です。 
  

主催：国土交通省 

共催：（公財）区画整理促進機構、（一財）国土技術研究センター、（公社）全国市街地再開発協会、 

（公財）都市計画協会、（独）都市再生機構、（公財)都市づくりパブリックデザインセンター、 

（一財）都市みらい推進機構、（一財）民間都市開発推進機構  

表彰の対象 

都市の課題を解決する先進的な取組を行っているまちづくり法人（まちづくりの推進を図る

活動を行うことを目的とする会社、特定非営利活動法人、一般社団法人（公益社団法人含む）

及び一般財団法人（公益財団法人含む））等 
 

審査 

応募資料をもとに、学識経験者等からなる審査委員会による審査を行った上で、選定いたします。 

審査においては、①先導性、②公益性、③多様性、④継続性、⑤効果の視点により評価を行います。  
 

< 国土交通大臣賞 > 

表 彰 対 象 者 所 在 地 活 動 概 要 

株式会社 

紀州まちづくり舎 

和歌山県 

和歌山市 

中心市街地の商店街で定期的なマルシェを継続開催し、多様な主体の参

加拡大、新規出店の誘発、クラウドファンディングも含めた自主財源に

よる安定的な運営が図られるまで成長するとともに、空き店舗のリノベ

ーションによる事業者誘致やトライアル出店の場の提供、更には都市再

生推進法人として水辺空間の活用等にも取り組み、まちなかの賑わい再

生と地域の価値の向上に大きく貢献しています。 
 

< 審査委員長賞 > 

表 彰 対 象 者 所 在 地 活 動 概 要 

泉中央駅前地区 

活性化協議会 

宮城県 

仙台市 

泉中央駅周辺において、地域住民等が自ら企画・実施するイベントを長

年継続するとともに、駅前広場の運営管理と利活用を道路占用の特例に

より担うことで、来場者の増加が図られているほか、広場の使用料や広

告料収入等により持続的な協議会運営が可能となり、賑わいや快適な空

間の創出による地域活性化に貢献しています。 

加賀まちづくり 

協議会 

東京都 

中央区 

加賀前田藩下屋敷跡地という地区の歴史・環境を保全しながら、職と住

が共存できる民間開発の受入れのため、任意のまちづくり計画の策定と

地区計画提案への進化、地域住民・企業・公共施設管理者等が連携した

事業者との協議を通じ、地元ニーズに即した、ゆとりある公共的空間の

整備を実現しており、地域の価値向上に貢献しています。 

株式会社 

WAKUWAKU やまのうち 

長野県 

下高井郡 

山ノ内町 

空き店舗増加・観光客減少の負の連鎖から脱し、インバウンドによる湯

田中温泉街の再生を図るため、遊休物件のリノベーションによる滞在環

境の整備、地元ベテラン有志による若手経営者の人材育成・誘致、効果

的な情報発信等に取り組み、短期間での外国人宿泊者の倍増、後続店舗

の参入など街の雰囲気が変わり、地域の活性化に貢献しています。 
 
※ 第８回まちづくり法人国土交通大臣表彰における詳細については、別途プレスリリースの

【「第８回まちづくり法人国土交通大臣表彰」受賞者の決定】をご参照ください。 



第１回 コンパクトなまちづくり大賞 

 
１． コンパクトなまちづくり大賞について 

コンパクトなまちづくり大賞は、改正都市再生特別措置法による立地適正化計画制度、こ

れに併せた事業制度としての都市再生整備計画事業（旧まち交）を始めとするまちづくりの

ための各種事業を活用し、地域の創意工夫のもと、コンパクトなまちづくりを推進し、他の

モデルとなるまちづくりの取組事例を表彰して、全国に紹介することを目的として、これま

で 2 回実施した「コンパクトシティ大賞」と 13 回実施した「まち交大賞」を発展的に統合

し、以上のような事業や取組の一層の促進を支援しようとするものである。 

 

 

２．主催・後援 
主 催 :  コンパクトなまちづくり推進協議会、(一財)都市みらい推進機構 

後 援 :  国土交通省 

 

 

３．実施方法 
全国の市区町村から応募のあった都市の中から、受賞都市を選定する。 

【総合戦略部門】 

  立地適正化計画及び関連計画を公表し、「地域活力を推進するまちづくり」または、 

 「既存公共ストックを活用したまちづくり」に関連する取組を行っている市区町村 

【個別事業部門】 

  まちづくりにかかる事業（都市再生整備計画事業、市街地整備事業等）のいずれかを    

完了し、一定の成果をあげている市区町村 

 【審査委員会】第１回：平成３１年４月３日(水） 

        第２回：令和元年５月１７日(金) 

委員長 高橋洋二 東京海洋大学名誉教授 

【表彰】令和元年６月まちづくり月間中央行事 他 

 

 

４．表 彰 
【総合戦略部門】 

①国土交通大臣賞（１点） 

   特に優秀な都市 

②コンパクトなまちづくり推進協議会会長賞（１点） 

   優れた都市 

    【個別事業部門】 

①国土交通大臣賞（１点） 

   特に優秀な都市 

②都市みらい推進機構理事長賞（１点） 

   優れた都市 

  



第１回コンパクトなまちづくり大賞受賞地区一覧 

 

賞 都市名 概   要 

総合戦略部門 

国土交通大臣賞 

藤枝市 

（静岡県） 

藤枝市では、官民連携による中心市街地への都市機能の誘導

や中心市街地の既存ストック高質化と活用による賑わい創出、

スマートモビリティの挑戦、官民連携による身近な移動手段の

確保やＩＣＴを活用した防災まちづくりなど、都市課題への対

応策が多彩であり、計画自体もよく分析をされている。なかで

も、市有地を官民連携で活用した活動・交流拠点づくりや道路

空間や駅前広場などを活用した賑わいの創出と回遊向上の取

組等既存ストックを活用したまちづくりが優れていると評価

されました。 

総合戦略部門 

コンパクトなまちづ

くり推進協議会 

会長賞 

西脇市 

（兵庫県） 

西脇市では、まちの現況及び将来動向を丁寧に分析し、誘導

施策を明確にするため、人口減少が顕著な中心市街地と新興住

宅エリアを核とした２つの都市機能誘導区域とそれを取り囲

む居住誘導区域を設定している。将来人口減も踏まえ、限られ

た区域を中心とした誘導施策に取組むとしている点や地域資

源である「播州織」をキーワードにしたファッション都市構想

を策定し産業施策と連携したまちづくりを進めている点が評

価されました。 

個別事業部門 

国土交通大臣賞 

都城市中央

地区  

都城市 

（宮崎県） 

都城市では大型店の跡地等を活用した図書館等の複合的機

能やまちなか広場整備を都市再生整備計画事業で行うことで、

交流人口が大幅に増大し、まちの賑わいを取り戻すきっかけと

なりつつあり、公共施設整備主体ではあるが、個別の施設の整

備内容や指定管理者による施設運営に工夫がみられる。空き店

舗の減少等周辺地域へ効果の波及が徐々に始まっており、今

後、低未利用地等を活用した住環境の整備等により、定住化も

進んでいくものと期待できる点が高く評価されました。 

個別事業部門 

都市みらい推進機構 

理事長賞 

釧路中心 

拠点地区  

釧路市 

（北海道） 

釧路市では、民間事業者が新規整備したビルのフロアを長期

に賃借（３０年間）して内部を図書館として移転整備する手法

（ＰＰＰ）を採ることにより、図書館整備にかかる市の財政負

担の軽減が可能となりました。新図書館がきっかけとなり、空

きビルを改修した新たな飲食店の開業等、地域への波及効果や

経済活動の活発化の促進につながっていること、また、民間ビ

ルの再生と連携した公共施設整備のあり方を示す取組である

ことが評価されました。 



第１回 先進的まちづくり大賞 

 
１．先進的まちづくり大賞について 

先進的まちづくり大賞は、他の地域のモデルとなるような「健康・医療・福祉」「エネルギ

ー・環境・省エネ」「安心・安全」「防災・減災」「交通」「インフラ（上下水道等）」「コンパ

クトシティ」「既存ストック・歴史的資産の活用」「リノベーション」「公民連携・官民連携」

「ファイナンス」「タウンマネジメント・エリアマネジメント」「ブランディング」等をキー

ワードに、都市課題の解決や次世代型都市の創出に繋がる『先端技術』や『新しいまちづく

りの手法』を活用した先進的なまちづくりの取組を表彰し、国内外に広く情報共有、発信す

ることにより、先進的なまちづくり事例の普及や取組の一層の促進支援を図ることを目的に、

平成 28 年度から 30 年度まで国土交通省主催で実施された「先進的まちづくりシティコン

ペ」を引き継いで実施するものである。 

 

 

２．主催・後援 
主 催 :  コンパクトなまちづくり推進協議会、(一財)都市みらい推進機構 

後 援 :  国土交通省 

 

 

３．実施方法 
全国の市区町村等から応募のあった地区の中から、受賞地区を選定する。 

【対象地区】 

  まちづくりにかかる取組・活動を実施し、一定の成果をあげている市区町村の取組、

または、まちづくり団体等（企業、ＮＰＯ、協議会等。）による取組。 

 【審査委員会】第１回：平成３１年４月３日(水） 

        第２回：令和元年５月１７日(金) 

委員長 高橋洋二 東京海洋大学名誉教授 

【表彰】令和元年６月まちづくり月間中央行事 他 

 

４．表 彰 
①国土交通大臣賞（１点） 

   特に優秀な地区 

②都市みらい推進機構理事長賞（１点） 

   優れた地区 

  



第１回 先進的まちづくり大賞受賞団体 
 
 
● 国土交通大臣賞 

取組名：月岡温泉地区 ｢歩いて楽しい温泉街へ｣ 空き家・空き店舗再生事業 

応募者：合同会社ミライズ 

所在地：新潟県新発田市 

 

閉鎖店が増加し著しく景観を阻害していた温泉街において、地区の若手経営者が自ら合同会

社を設立し運営する民間によるリノベーション事業。宿泊客を自社の旅館に囲い込むのではな

く街中に出すことをコンセプトに、温泉街に点在する空き店舗を、新潟の食をテーマにした体

験型店舗等に再生するなど、歩いて楽しめる温泉街づくりを継続。行政や観光協会の協力も得

て、温泉街全体の景観改善、回遊による賑わいを創出し、その独創性、持続性、普及可能性、

成果が高く評価されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 都市みらい推進機構 理事長賞 

取組名：川西市キセラ川西地区 

キセラ川西整備事業－｢PFI と低炭素と市民参加のまちづくり｣－ 

応募者：川西市 

所在地：兵庫県川西市 

 

 数事例に留まる区画整理における PFI の採用及び全国初の低炭素まちづくり計画の両輪での取

組。基盤整備に加えたまちづくりコーディネート業務や多様な主体からなるプラットフォームの形

成を通じ、利用者自らが主体となるまちづくりを実現するまでに進化し、市民が主体的にかかわる

魅力的な公共空間の実現、継続的発展が期待できる仕組みを構築、その先進性、独創性、成果が評

価されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

和傘をモチーフにした明かりモニュメント 

体験型店舗 新潟地酒 PremiumSAKE 蔵 KURA 和傘をモチーフにした明かりモニュメント 

水路での水生生物観察 公園及び遊歩道 



 

第１４回 住まいのまちなみコンクール 

 
１． 住まいのまちなみコンクールについて 

人口減少社会の中、まちの価値の落ちない、選ばれる地域づくりが求められています。「住ま

いのまちなみ」は、地域の方々が積極的に維持管理、運営することで、豊かな暮らしの場へと育

まれていきます。また、高齢化や防災・防犯、低炭素化などの社会的課題に対応しながら、多世

代がとものまちの価値を守り育て、住み継ぐことができるまちとしていくことが大切です。この

ためには、地域の管理や交流活動のほか、空家の利活用等による地域の活性化、新たな入居者の

受け入れを含むコミュニティの形成など、多様な取り組みが必要となります。 

このコンクールでは、地域の特性を活かし、魅力的な住まいのまちなみを育む維持管理、運営

などの活動に実績を上げている住民組織をまちづくりのモデルとして表彰し、支援します。 

 

 

２． 主催・後援 

[主  催]  まちづくり月間全国的行事実行委員会、（一財）住宅生産振興財団、 

（一社）すまいづくりまちづくりセンター連合会 

 

[後  援]  国土交通省、（独）住宅金融支援機構、（独）都市再生機構、 

（一社）住宅生産団体連合会、（公社）日本建築士会連合会、 

（一社）日本建築士事務所協会連合会、（一財）ﾊｳｼﾞﾝｸﾞｱﾝﾄﾞｺﾐｭﾆﾃｨ財団 

 

 

３． 事業実施経緯 

[応募期間]  平成３０年５月１日～平成３０年８月３１日 

 

[審  査]  第１回 平成３０年１０月１日 

        第２回 平成３０年１２月１０日 

 

[審査委員] 

委 員 長   藤本 昌也（建築家/（公社）日本建築士会連合会名誉会長） 

委  員     上山 良子（ランドスケープアーキテクト/長岡造形大学名誉教授・前学長） 

大月 敏雄（東京大学教授） 

小林 靖 （国土交通省大臣官房審議官） 

齊木 崇人（神戸芸術工科大学学長） 

徳永 幸久（国土交通省大臣官房技術審議官） 

森 まゆみ（作家・編集者）             （五十音順/敬称略） 

 

[発  表]  平成３１年１月 

 

[表  彰]  令和元年６月１４日（金）「まちづくりと景観を考える全国大会」 

  



４．審査結果  

 

 

国土交通大臣賞・・・１団体 

○ 柏ビレジ自治会（柏ビレジ地区）（千葉県柏市） 

 

住まいのまちなみ賞・・・４団体 

○ 東川町中央自治振興会（グリーンヴィレッジ地区）（北海道上川郡東川町） 

○ 東松島市あおい地区会（あおい地区）（宮城県東松島市） 

○ 御池台校区連合自治会（御池台地区）（大阪府堺市） 

○ 緑の回廊まちづくりを推進する会（前地 1･2 丁目地区）（埼玉県さいたま市） 

 

 

 

国土交通大臣賞 

 

柏ビレジ自治会（柏ビレジ地区）（千葉県柏市） 

 

 

1981 年から入居を開始した総区画数約 1,600 戸のニュータウンで、アイビーとシンボルツ

リーを主とした植栽を街全体に配し、低層住宅の外観を赤レンガで統一した美しいまちなみを

建築協定や緑地協定で保全しています。 

自治会は、ＮＰＯやボランティア団体を含む多数の団体と連携しており、環境維持やシニア

クラブなどのコミュニティー活動も活発です。また、大学とも連携してシンポジウムやワーク

ショップを開催し、住民の高齢化に伴って生じる課題の洗い出しや論点整理、活動の優先順位

付けなどを行うとともに、助け合いや住環境保全を目的とした活動を続けており、こうした組

織体制や課題への取り組みが高く評価されました。 
 
 

 



第２１回 まちづくり・都市デザイン競技 
 
１．主  旨 

これからのまちづくりにおいては、そこに生活し活動していることの豊かさが実感でき、誇りのもてる優れ

た景観を備えた環境整備が重要です。現代の活動にふさわしい新たな都市景観の形成には、まちの歴史や環境

に配慮しながら、その都市固有の品格を備え洗練された表現と演出が求められ、そしてその魅力が都市に活力

を呼び戻し、新たな賑わいを伴って、まち全体が活性化していくことが期待されます。こうしたまちづくりの

基本的課題を踏まえ、本「まちづくり・都市デザイン競技」は、地域にふさわしい整備構想とまちのデザイン

についての提案を広く一般から募り、まちづくりに対する国民の関心を高めるとともに、まちづくりの企画・

デザイン技術の向上、活力ある美しい景観を備えたまちづくりの実現に寄与することを目的に平成 10 年度よ

り毎年実施しているものです。 

２．競技対象地区 
競技の対象地区は、全国公募に応募された候補地の中から、愛知県春日井市の「高蔵寺ニュータウンセンタ

ー地区」（約 21.3ha）を選定しました。 

３．競技課題 
まちびらきから50周年を迎えた「高蔵寺ニュータウン」全体の将来像を描きつつ、センター地区がどうあるべき

か、あるべき姿を見据えた再編方針とまち全体の新たな魅力を引き出すためのセンター地区の都市デザインのアイ

デアを求めました。 

４．応募作品数 
競技へのエントリーが 62 グループあり、最終的に提出された応募作品数は 33 作品でした。 

５．主催・後援 
（1）主  催 ： まちづくり月間全国的行事実行委員会 

（公財）都市づくりパブリックデザインセンター 

（2）後  援 ： 国土交通省、春日井市 

６．競技実施経緯 
（1）応募登録期間 ： 平成30年 9月 3日（月）～12月10日（月） 

（2）作品提出期間 ： 平成31年 2月15日（金）締切 

（3）審    査 ： 平成31年 3月 5日（火） 

（4）表    彰 ： 令和元年 6月14日（金）「すまい・るホール」（住宅金融支援機構内） 

７．審査委員 
委 員 長 ： 西 村 幸 夫（東京大学教授） 

委  員 ： 石 川 幹 子（中央大学教授） 

岸 井 隆 幸（日本大学教授） 

高 見 公 雄（法政大学教授） 

藤 本 昌 也（建築家） 

渡 邊 浩 司（国土交通省都市局市街地整備課長） 

伊 藤  太 （春日井市長） 
（順不同） 

８．審査結果 
審査の結果、次の通り各賞が選定されました。 

○国土交通大臣賞（１点）・・株式会社地域計画建築研究所（アルパック）（絹原 一寛 ほか 5名） 

○まちづくり月間全国的行事実行委員会会長賞（１点） 

・・・滋賀県立大学環境学部環境建築デザイン学科（村上 修一 ほか 6名） 

○（公財）都市づくりパブリックデザインセンター理事長賞（１点） 

・・・大成建設株式会社（石田 武 ほか 14名） 

○奨励賞（１点）     ・・・千葉大学大学院園芸学研究科（程 絢 ほか 3名） 

○春日井市長特別賞（１点）・・・Lynx高蔵寺／山上建築設計（山上 健 ほか 4名） 



国土交通大臣賞  受賞作品 
 

高蔵寺ハート  -まち・ひと・ことが循環するいきいきとした暮らしをまちに広げる- 

絹原 一寛  他5名  （株式会社地域計画建築研究所（アルパック）） 

 

 
 

 



 

 


